
P A Certified Public Tax Accountant�s Office
パ
ワ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
税
理
士
事
務
所

 Aワ
P パ

ワ
P Aパ

 
 

 Ac税

 
 ax Aス

 
c Ta ン

 blic 
 

ア

 Pub 
 

イ

 
e

ラ

 
tifieアd 

 
 

ラ

 Aワ

税

d Public Tax Acス
ン
ア
イ
ラ

 Certifieアー
ワ

 A Cワ
 ffic所

s Of務

 
 

 
nt事

 
 

 
nta士

 
 

 cou理

 
 

 cc税

所

s Office務
事

 
 

 ccountant士
理
税

s 事�

編 集 発 行 人
パワーアライアンス税理士事務所
税理士  若 杉 治
〒151-0073
東京都渋谷区笹塚3-37-1

第1花井ビル2F
TEL  03（5365）4744㈹
FAX  03（5365）4745
E-mail info@wakasugi.zei-mu.net

12 2017（平成29年）

　未成年者の飲酒防止のため、購入者の年齢を確認できない従来
型酒類自動販売機の撤廃を進めていることから、酒類自販機全体
の設置台数が年々減っています。国税庁によると、平成８年当時、
約18万６千台あった酒類自販機は29年４月現在、改良型も含め約
１万７千台（うち従来型は約３千台）となっています。

年々減少する酒類自販機

12月の税務と労務12月（師走）DECEMBER

23日・天皇誕生日
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国　税／ 給与所得者の年末調整 
 今年最後の給与を支払う時

国　税／ 給与所得者の扶養控除等
（異動）申告書及び保険料
控除申告書の提出 

 今年最後の給与を支払う前日
国　税／ 11月分源泉所得税の納付 

 12月11日
国　税／ 10月決算法人の確定申告 

（法人税・消費税等） 1月4日

国　税／ 4月決算法人の中間申告 
 1月4日

国　税／ 1月、4月、7月決算法人の消
費税の中間申告（年3回の場
合） 1月4日

地方税／ 固定資産税・都市計画税（第
3期分）の納付 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

水仙



12月号─2

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
起
業
を
検
討

し
て
い
る
者
で
す
が
、
日
米
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
の
違
い
や
日

本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
課
題
、
支

援
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
低
い
開
廃
業
率

　

日
米
の
時
価
総
額
上
位
一
〇
〇
社

の
創
業
時
期
を
み
る
と
、
日
本
で
は

八
割
が
一
九
五
〇
年
以
前
に
創
業
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
米
国
で
は
社

齢
の
若
い
企
業
も
時
価
総
額
上
位
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
企
業
の
開
業
・
廃
業
率
は
、

五
％
前
後
と
、
米
国
に
比
べ
る
と
低

位
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
開
業
率
は

二
〇
一
〇
年
代
に
入
り
や
や
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
景
気
の
持
ち
直
し
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
国
が

目
標
と
す
る
一
〇
％
に
は
依
然
と
し

て
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｖ
Ｃ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

等
の
投
資
回
収
手
段
と
し
て
は
、
新

規
株
式
上
場
や
Ｍ
＆
Ａ
が
あ
り
ま
す

が
、
新
規
上
場
件
数
に
つ
い
て
も
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
落
ち
込
み
か

ら
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
以

前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｍ
＆
Ａ
の
件
数
も
最
近
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
年
間
数
十
社
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
Ｍ
＆
Ａ
の
拡
大
を
制
約
し
て
い

る
要
因
と
し
て
は
、
買
い
手
側
の
大

企
業
に
よ
る
投
資
判
断
が
慎
重
で
あ

り
、
相
手
の
今
後
の
価
値
を
評
価
し

て
思
い
切
っ
た
価
格
で
買
収
す
る
よ

う
な
決
定
を
行
っ
て
い
な
い
点
な
ど

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
投

資
が
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

Ｍ
＆
Ａ
を
活
発
に
行
う
大
企
業
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
豊
富
な
人
材
や

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
群
が
存

在
し
て
い
る
な
ど
、
人
・
物
・
金
の

面
で
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
要

因
と
い
え
ま
す
。

◎
起
業
の
機
会
や
自
己
能
力

　

日
本
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

起
こ
す
機
会
が
訪
れ
る
と
思
う
人
の

割
合
が
欧
米
と
比
べ
て
極
め
て
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
を
起
こ
す
の
に
自
分
が
必
要

な
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
人
の
割
合
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
起
業
活
動
が
低
調
な
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
自
信
の
な
さ
が
見

え
て
き
ま
す
。
企
業
活
動
の
活
性
化

に
は
、
教
育
の
場
な
ど
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
自
ら
考
え
、
運
営
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
成
功
体
験
を
積
み
、
自
己
へ

の
自
信
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
失
敗
へ
の
恐
怖

の
割
合
が
欧
米
と
比
べ
て
非
常
に
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
の
場
合
、企
業
（
主
に
大
企
業
）

に
就
職
す
れ
ば
解
雇
の
リ
ス
ク
が
低

く
、
安
定
的
な
収
入
が
得
ら
れ
る
た

め
で
す
。

◎
社
会
的
評
価

　

日
本
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
、
望
ま
し
い

選
択
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
割
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
成
功
し
て
も

高
い
社
会
的
評
価
が
あ
る
と
考
え
る

割
合
が
諸
外
国
に
比
べ
て
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
、
起
業
と
い
う
キ
ャ

リ
ア
を
必
ず
し
も
肯
定
的
に
捉
え
て

い
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
わ
が
国

の
開
業
率
が
低
い
理
由
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、「
起
業
し

た
場
合
に
生
活
が
不
安
定
に
な
る
」、

「
個
人
保
証
の
問
題
」
な
ど
、
起
業
に

失
敗
し
た
場
合
に
最
低
限
の
生
活
を

保
障
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
起
業
意
欲

を
妨
げ
て
い
ま
す
（
図
表
参
照
）。

　

こ
う
し
た
不
安
に
対
し
て
は
、
資

金
の
借
入
時
に
経
営
者
の
個
人
保
証

を
求
め
る
慣
行
の
見
直
し
に
加
え
、

倒
産
時
の
経
営
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
必

要
で
す
。

◎
起
業
意
欲
向
上
の
た
め
に
は
、�

金
銭
面
と
社
会
的
評
価
が
必
要

　

米
国
、
特
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で

の
起
業
活
動
が
活
発
な
背
景
に
は
、

金
銭
的
な
要
因
と
社
会
・
価
値
観
的

な
要
因
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
新
規
開
業
や
大
企
業

に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
が
積
極
的
な
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
見
据
え
て
Ｖ
Ｃ
も

投
資
を
増
や
し
、
Ｖ
Ｃ
か
ら
の
資
金

調
達
が
容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
、
良

質
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
増
え
て
お
り
、

金
銭
的
な
好
循
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

良
質
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
増
え
る
こ

ベンチャー企業
への支援
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と
で
、
社
会
・
価
値
的
な
側
面
で
起

業
が
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
と
し
て
良
い

も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ

ま
す
。
失
敗
し
た
起
業
家
も
積
極
的

に
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
失
敗
の
恐
怖
が
薄
ま
り
、

起
業
意
欲
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
が

社
会
・
価
値
的
な
好
循
環
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
も
大
企
業
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ

の
流
れ
が
徐
々
に
加
速
し
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
創
出
の
好
循
環
が
少
し
ず
つ
形

成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

資
金
面
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
加
え
、

起
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
へ
の
心
理
的

抵
抗
を
和
ら
げ
、
周
囲
も
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

起
業
経
験
の
あ
る
人
の
能
力
を
評

価
す
る
こ
と
で
、起
業
家
が
大
企
業
、

Ｖ
Ｃ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
大
学
な
ど
を

当
た
り
前
に
行
き
来
し
な
が
ら
次
の

活
発
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

◎
課
　
題

　

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
課
題

と
し
て
は
、

１
．
起
業
ス
キ
ル
の
不
足

２
．
起
業
家
を
育
て
る
文
化
の
欠
如

３
．
グ
ロ
ー
バ
ル
級
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
不
在

４
．
資
金
力
に
乏
し
い
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル

５
．
機
関
投
資
家
不
在
の
新
興
株
式

市
場

６
．
Ｉ
Ｐ
Ｏ
至
上
主
義
か
ら
の
脱
却

な
ど
で
す
。

　

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、各
省
庁
、

都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
に
あ
り
ま

す
の
で
、
各
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

例
え
ば
中
小
企
業
庁
で
は
、

①
創
業
意
識
の
喚
起
・
人
材
育
成
に

対
す
る
支
援

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

支
援

③
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

支
援

④
資
金
面
で
の
支
援

　

・
間
接
金
融
に
よ
る
支
援

　

・
直
接
金
融
に
よ
る
支
援

　

・
助
成
金
に
よ
る
支
援

⑤
人
材
確
保
な
ど
に
関
す
る
助
成
金

⑥
税
制
に
よ
る
支
援

⑦
組
合
創
業
に
関
す
る
支
援

⑧
技
術
開
発
に
関
す
る
支
援

　

こ
の
よ
う
な
支
援
策
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
記
の
各
機
関
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

起業の段階ごとに抱く不安

事
業
に
失
敗
し
た
時
の

世
間
や
家
族
の
冷
た
い
目

自
分
の
能
力
・
知
識
・
経
験
の
な
さ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
が

な
く
な
る
こ
と

人
と
は
異
な
る
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
へ
の
不
安
感
や
孤
独
感

自
分
の
健
康
や
気
力
の
持
続

事
業
に
失
敗
し
た
後
の

再
就
職
（
再
起
業
を
含
む
）

事
業
に
失
敗
し
た
時
の

負
債
の
返
済

（
借
入
金
の
返
済
、
個
人
保
証
）

社
会
保
障

（
医
療
保
険
、
年
金
等
）

事
業
の
成
否

収
入
の
減
少
、

生
活
の
不
安
定
化

資料：中小企業庁委託「日本の起業環境及び潜在的起業家に関する調査」
　　　（2013 年 12月、三菱UFJ リサーチ &コンサルティング㈱）

■　潜在的起業希望者
■　初期起業準備者
■　起業準備者
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　近年、労務トラブルが増加傾向にありま
すが、特に労働時間に関するトラブルが目
立ちます。
　「労働時間の適正な把握のために使用者
が講ずべき措置に関するガイドライン」を
厚生労働省が示していますが、仕事の現場
に適用するとなかなか複雑で難しいもので
す。実際に生じた事例で皆様も下記の仮眠
時間をめぐる問題を考えて下さい。

（設問）事例を読んで、次の４人の発言の
うち誤っているものを全て選びなさい。

事例：Ｘは、ビル管理会社Ｙ社の従業員で
あり、ビル内の設備点検や巡回監視等の業
務に従事している。
　Ｘは、毎月数回、午前９時から翌朝同時
刻までの24時間勤務に従事し、その間、
連続８時間の「仮眠時間」が与えられてい
る。
　その仮眠時間中はビルからの外出や飲酒

は禁止されており、仮眠室において、電話
の応対、警報への対応等が義務付けられて
いたが、そうした事態が生じない限り、睡
眠をとってよいこととされていた…（以下、
Ｙ社とＸの主張は省略します）。
A　仮眠時間は寝ている時間だから、労働
時間に当たることはない。
B　仮眠時間帯に実作業に従事した分だけ
は、労働時間になると思う。
C　いや、仮眠時間帯にも電話や警報の対
応が義務付けられているから、実作業に
従事しなくても、仮眠時間全体が労働時
間とみなされる。
D　そうだね。でも、仮眠時間は、所定労
働時間とは労働の密度が違うから、通常
の賃金とは異なる賃金を設定することも
許される。
（当事例の設問は「ワークルール検定」よ
り、正解はA、B）
　将棋では、王を他の駒が囲み守りますが、
労務の勉強で会社を守りたいものです。

労務トラブル事例を学ぶ

　「世界を100人の村として見たら」とい
う本があったと記憶しています。
　さて、日本を100人の村と置き換えた
場合、働いている人は46人。うち主に仕
事をしている人は38人で、家事のほか仕
事をしている人が６人。通学の傍ら働いて
いる人が１人いて、休業者が１人います。
　よって、働いていない人は54人です。
うち、15歳以下が14人。家事をやってい
る人が12人で、通学している人が５人。
完全失業者が２人います。あと高齢者を中
心にその他で働いていない人が15人。
　それに、労働力状態が不明の人が６人い
ます。
　日本を100人の村とすると、あらため
て人口の問題や労働力の状態がわかります。
　100人のうち働いている人が46人で雇
用の７割が中小企業であることを考えます
と、中小企業が他の54人の生活を支える
重要な役割を担っていることがわかりま
す。

日本が100人の村だったら　

中
小
企
業
庁
の
「
平
成
二
十
七
年

度
小
規
模
企
業
白
書
」
は
「
販
路
開

拓
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
調
査

結
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

販
路
開
拓
は
「
顧
客
ニ
ー
ズ
」
の

把
握
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
「
顧
客
ニ
ー
ズ
を
把
握
」
し
て
い

る
会
社
の
方
が
好
調
傾
向
で
す
（
好

調
企
業
九
一
・
九
％
に
対
し
、
不
調

企
業
八
一
・
三
％
）。

　

こ
れ
に
よ
る
効
果
は
好
不
調
の
企

業
と
も
に
「
既
存
顧
客
と
の
関
係
強

化
」
が
最
も
高
い
回
答
で
し
た
。

　
一
方
、「
新
た
な
顧
客
獲
得（
五
四・四

％
に
対
し
三
八
・
九
％
）」
や
「
既
存

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
（
五
一
・
九

％
に
対
し
三
九
・
四
％
）」「
新
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
（
三
七
・
〇
％
に

対
し
二
八
・
七
％
）」
の
項
目
で
は
隔

た
り
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
顧
客
開
拓
等
新
た
な
取
組
は

業
績
向
上
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
（
調
査
結
果
）


